




平成 +2年 ++月 -*日受付平成 +3年 -月 +/日受理
要約 : オランダから輸入したオリエンタル系 カサブランカ と LA系 セベコデジル の球根を*./
,.*の氷温帯で温度を変えて貯蔵し	 定植期を変えて栽培した時の切り花品質を調査した
 ,**-年 -月
+2日から+./と,.*で球根を約 -	 0	 2	 3	 ++か月間貯蔵した
 ただし	 +./貯蔵区は 1月以降	
約 +か月ごとに温度を *.,ずつ上げていき	 ++月以降の貯蔵温度は*./一定とした
 ,.*は一定で
あり	 別に 2か月貯蔵では	 +./一定条件で貯蔵する区も設けた
 栽培条件は最低夜温 +/とし	 1+*
月にかけて高温と強光を避けるために /*の寒冷紗を用いて遮光した
 カサブランカ	 セベコデジル
ともに	 +./貯蔵では 0か月を過ぎると芽の伸長がみられ	 りん片茎の Brix値が低下した
 ,.*貯
蔵では ++か月貯蔵後でも芽の伸長はほぼ抑制され	 りん片茎の Brix値低下も+./貯蔵に比べ小さ
かった








 これに対し	 セベコデジル では貯蔵の温度期間に関わらず切り花の長さと重さにはほ
とんど差がなく	 遮光によるアボションを除き	 花と葉に障害の発生もほとんどみられなかった
 以上の
結果	 オリエンタル系の カサブランカ では	 球根を 0か月以上氷温帯で貯蔵すると採花時の切り花品質
が低下するが	 LA系の セベコデジル では ++か月氷温帯で貯蔵しても切り花品質への影響はほとんど
ないことが明らかになった
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材料および方法
材料 実験にはオランダ産の カサブランカ 球周 ,*
,, cm セベコデジル 球周 +,+. cm の輸入球
根を供試した 船便でオランダから輸送されてきた球根が
,**-年 -月 +2日に 株山喜農園 新潟県 経由で 株
日新の大黒埠頭営業所 横浜市 に到着した その時 球
根はすでに湿らせたピトモスとともに有孔ポリエチレン
袋にパッキングされ ピトモスは凍結した状態にあっ
た これらの球根を カサブランカ では半分 セベコデ
ジル では .分割にして低密度ポリエチレンフィルム袋























は約 - 0 2 3 ++か月後のそれぞれ ,**-年 0月 ,0日








のインキュベタ サンヨ製 MIR-,/- に移して解凍
され それぞれ 1月 +日 +*月 1日 ++月 +1日 +,月 ,.
日 ,月 ,*日に東京農業大学厚木農場温室内の幅 2* cm
のベッドに 各区 ,*球あるいは ,/球ずつ /条植えの +/
cm間隔で植え付けられた 用土は山土とピトモスを + :
+ 容積比 で混合した土に石灰を加え中和したものとし
たなお貯蔵開始時の球根として -月 ,.日に定植する区







して ++月 +1日に 株日新で貯蔵されたものと同時に同
様の方法で定植した
サンプリングBrix値測定 定植時に各区 /1球をサ
ンプリングし 茎長 分化葉数を測定すると共に りん片
と茎の Brix値を測定した りん片の Brix値は 当年生り
ん片で外から数えて 2+*枚目のものから中央部約 + gの
切片を作成し 切片の重さの ,倍量の蒸留水を加えて乳鉢
ですり潰し デジタル糖度計 アタゴ製 PR-+*+ で測定
した 茎の Brix値については 先端部から約 +gを切り取

































用いて遮光した また 施肥はなしとし その他の除草





記録した 第 +花が開花した日に地際から採花し その前










株率 発生株開花株+** を算出し 表示した 葉の
障害としては 第 +花の下の葉から数えて ,/葉目までを
対象に 葉の先端部が鉤状に曲がるカギ状葉 図 - ある
いは葉先が褐変 ねじれる褐変葉 ねじれ葉をそれぞれ軽
度  および重度  に分けて また葉焼け 二又
に裂けた切れ葉 枯死した葉の発生状況を調査した 各実
験区におけるそれぞれの障害葉の発生率を発生枚数実験
区の全葉数 調査した ,/枚開花株数 で算出した
結 果
+ カサブランカ におけるサンプリング調査結果




,A 特に 2か月貯蔵後の ++月定植時には著しい伸長が






る傾向にあった 図 ,B貯蔵開始時における茎の Brix値
は +0.2であり +./貯蔵区ではりん片の場合と同様
に減少する傾向がみられたが ,.*貯蔵区ではやや増









あった 一方 ,.*貯蔵区では 0か月貯蔵し +*月 1日
に定植したものに 出芽はしたものの発蕾には至らなかっ
た株が +個体みられた また 3か月貯蔵して +,月 ,.日
に定植 および ++か月貯蔵して ,月 ,*日に定植したもの
には出芽がみられない致死球がそれぞれ , +個体みられ
た +*+,月定植の球根において 出芽 発蕾 開花に
至ったそれぞれの日数は,.*貯蔵区より+./貯蔵区
の方がいずれも短かった










図 , 貯蔵温度および期間の異なる球根における茎長 りん
片茎糖度および LT/*値の変化 カサブランカ	
切り花品質に及ぼすユリ輸入球の氷温帯での貯蔵温度と期間の影響 53
向がみられた 貯蔵開始時の -月 ,.日定植では平均の花
数は +*.,個であったのに対し +./および,.*で長
期貯蔵することにより花数の減少がみられ 特に+./












,*を超えた 表 - ただ 貯蔵期間が最も長かった ,月







貯蔵開始時の茎長は約 +./ cmであり +./で貯蔵す
ると -か月の間 茎の伸長は抑制されていたが 0か月以
上では伸長がみられ 3か月貯蔵後の +,月定植時の茎長は
,.3 cmになっていた 図 .A 一方 ,.*貯蔵の場合は
3か月後でも茎の伸長はほぼ抑制されていたが ++か月貯
蔵後の ,月定植時には ごくわずかな伸長がみられた ま
た 図示していないが 葉数はいずれの貯蔵温度期間の
間でも差がみられなかった
りん片の Brix値は+./ ,.*貯蔵区ともに -か月
後にはやや増加したがそれ以降は低下し +./貯蔵で
その程度は大きかった 図 .B 茎の Brix値は -か月貯
蔵後には開始時とほぼ同じであったが 両貯蔵温度ともに
0か月貯蔵後に著しく低下し それ以降は 3か月貯蔵まで
あまり変わりがなかった 図 .C ただ,.*で ++か月
貯蔵すると 茎の Brix値はさらに低下した カサブラン
カ 同様 りん片および茎の Brix値はともに貯蔵期間に
関わらず +./貯蔵区よりも,.*貯蔵区で高い値と
なった










て開花した 表 . +*月定植では花数の減少および開花率
の低下がみられたが これは定植後の高温を避けるため遮
光したことにより 発蕾はしたものの ,- cmの段階で蕾
が落下するアボションが発生したためである
出芽日数は -月定植の球根で +..-日であり 1月以降に
定植した球根ではその日数が短くなったが ,.*貯蔵
区の +,月および ,月に定植したものでは +-+.日と長く





表 - 葉の障害発生に及ぼす貯蔵温度と期間の影響 	カサブランカ











降の定植で短くなり 1 ++ +,月定植では+./および
,.*貯蔵区の間に有意な差がみられなかった 切り花
重も 1月以降に定植したもので明らかな減少がみられた
が +,月定植ではやや増加がみられた 葉数は /.枚から
0,枚の間で推移した 花数は -月定植のものが /.+個で最







おりであり 奇形花は+./貯蔵の ++月および +,月定
植区でのみ 2の発生がみられた アボションは -月
および ,月定植の株でわずかにみられ +,月定植のものに
は全くみられなかった しかし 1月および ++月定植では
,*前後の株にみられ +*月定植の発生率は+./貯蔵













 貯蔵は この結果に基づいて 1月から +か月ごとに
*.,ずつ*./まで温度を上げていく貯蔵法であり 耐
凍性が低いオリエンタル系ユリの貯蔵法の +つとなってい




















カ では 茎の Brix値低下はみられなかったが 3 ++か
月貯蔵後の +,月 ,月定植区でそれぞれ , +個体とはい
え出芽しなかった致死個体がみられた また 系統は異な













を入手直後に植え付けた -月 ,.日定植区では 採花時の
切り花の長さと重さ 花数が多く さらに奇形花や障害葉
の発生はみられず きわめて高品質の切り花が得られた
-か月貯蔵後の 1月 +日定植区では 栽培時の温度が高
かったため 	1
3月の温室内の平均最高気温 : -..+ 平
均最低気温 : ,,.1 開花までの日数が著しく短くなり
切り花長が短くなったと考えられる 同様の結果を LEE
ROH.も報告している 0か月貯蔵後の +*月以降の定植に















































































謝辞 : 本研究は科学研究費補助金基盤研究 	B 	, 	課題
切り花品質に及ぼすユリ輸入球の氷温帯での貯蔵温度と期間の影響 57
番号 +-.0**+1 の助成を受けて実施された また 供試球
根は 株山喜農園より提供され 球根は 株日新 株
大青工業のご好意で貯蔵された 記して謝意を表する
引用文献
+ 竹田 義 +33- 生育開花生理 +アジアティック
オリエンタルハイブリッド 花専科 育種と栽培 p. /*
12 誠文堂新光社
, 富田 広 +33/ ユリ類 オリエンタルハイブリッド カ
ノコユリ 農業技術大系 花卉編 +* シクラメン球根
類 P. //1/0+ 農山漁村文化協会
- 高野恵子二宮千登志笹岡伸仁 ,**, カサブランカ
の輸入凍結貯蔵球の解凍芽出し方法と定植時期が切り花
品質に及ぼす影響 園学研 + : ,1/,12.
. LEE, J.S. and M.S. ROH. ,**+. Inﬂuence of frozen storage
duration and forcing temperature on ﬂowering of Orien-
tal hybrid lilies. HortScience -* : +*/-+*/0.
/ IMANISHI, H., H. NAGASAKO, K. INAMOTO and M. DOI. ,**/.
Changes in freezing tolerance of lily bulbs of four
hybrid groups during long-term storage at ,	. Acta
Hort. 01- : /0-/02.
0 吉田光毅豊原憲子山本史哉 ,**/ オリエンタル系ユ
リ品種カサブランカの球根品質に対する氷温帯での貯蔵温
度と期間の影響 氷温科学 2 : ,.-*.
1 KOK, H., H. van AANHOLT and H. GUDE. ,**.. Sugar con-
tent of lily sprouts (measured as ‘Brix’) as a parameter
for freezing injury in lily bulbs grown in di#erent cli-
mates. Abstract of IXth International Symposium on
Flower Bulbs. p. 3.
2 常見譲史瀬下利夫峰岸長利古口光夫 +331 オリエ
ンタル系ハイブリッドユリの葉焼症の発生原因と対策 園
学雑 00 別 + : .1,.1-.
3 BONNIER, F.J.M., R.C. JANSEN and J.M. van TUYL. +331.
Freezing tolerance of bulb scales of lily cultivars :
E#ects of freezing and storage duration and partial
dehydration. J. Plant Physiol. +/+ : 0,10-,.
+* Van TUYL, J.M., van GROENESTIJM and S.J. TOXOPEUS.
+32/. Low light intensity and ﬂower bud abortion in
Asiatic hybrid lilies. I. Genetic variation among cul-
tivars and progenies of a dialed cross. Euphytica -. : 2-
3,.








によるユリ輸入りん茎の長期貯蔵 氷温科学 3 : ,*,1.
今西高野小嶋八ツ田小池山本吉田58
E#ects of Storage Duration of Imported Lily Bulbs
at Di#erent Temperatures below Zero on
Flowering and Cut Flower Quality
By
Hideo IMANISHI*, Keiko TAKANO**, Kazuteru KOJIMA*, Shuji YATSUDA*,
Yasuhiko KOIKE*, Fumiya YAMAMOTO*** and Kouki YOSHIDA****
(Received November -*, ,**0/Accepted March +/, ,**1)
Summary : Lily bulbs of Oriental hybrid Casa Blanca’ and LA hybrid Ceb Dazzle’ imported from
Holland were stored at +./, +./*.- or ,.**./ for various durations from - to ++
months beginning on +2 March. At storage temperatures of+./, bulbs were stored at+./*./
from +2 March to early July and thereafter storage temperature was increased by *., per month
until reaching *./. After reaching *./, temperature was maintained at *./*./. At
storage temperature of +./*.- bulbs were stored for only 2 months. After the storage, they
were grown in a greenhouse kept at minimum temperature of +/ and under /* shaded condition
from July to October to check the quality of cut ﬂowers.
In bulbs of both cultivars stored at +./ for more than 0 months, shoots elongated and Brix
values of scales and stems decreased. In contrast, at ,.* elongation of shoots was inhibited and
lowering of Brix values of scales and stems was smaller. Estimated median lethal temperature (LT/*)
of shoots was lower in bulbs stored at ,.* than at +./ and became higher slightly with longer
storage duration at both temperatures.
In Casa Blanca’ prolonged storage at any temperatures reduced the weight and length of cut
ﬂowers and the number of ﬂowers. Longer storage for more than 0 months increased the number of
abnormal ﬂowers and damaged leaves. More abnormal ﬂowers and damaged leaves were observed at
+./ and ,.*, respectively. Storage at +./*.- reduced the number of abnormal ﬂowers,
but did not change the number of damaged leaves compared to ,.*.
On the other hand, in Ceb Dazzle’ length and weight of cut ﬂowers were almost the same and
abnormal ﬂowers and damaged leaves were hardly observed irrespective of storage duration and
temperatures. However, abortion of ﬂowers occurred in October planting due to low light intensity
under shading.
These results show that ‘Casa Blanca’ bulbs cannot produce cut ﬂowers with high quality after
storage at temperatures below zero for more than 0 months, but ‘Ceb Dazzle’ bulbs can be stored up to
++ months.
Key words : Imported lily bulbs, storage duration at temperatures below zero, cut ﬂower quality, Brix
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